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のヒント. 北海道大学病院周産母子センターCARE研修，札幌，2022年3月

12. 太田英伸．乳幼児の発達にとって最適な安全な眠りとは？令和３年度 母子保健事業従事者研修
会， 秋田，2022年3月

13. 原広一郎（指定発言）．「高齢者のてんかん」，令和３年度千葉県てんかん支援拠点病院市民公開講
座，Web，2022/3/5

医療法人静和会浅井病院研究所


